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節
三
種
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便
物
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毎
月
一
回
二
十
韮
日
覆
行
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四
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四
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印
嗣
納
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磐
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摩
鰍
會
　
　
告

　
本
會
創
立
満
五
周
年
記
念
の
た
め
、
左
の
諸
集
會
を
開
く
。

十
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
七
時
，
大
阪
市
域
咽
瞠
鴫
大
阪
毎
日
新

　
聞
趾
櫻
上
、

　
通
俗
講
演
會
（
蔑
人
士
に
無
料
公
開
）

　
題
「
最
近
天
文
學
上
の
五
大
事
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墾
薄
士
山
本
一
清
氏

　
會
後
　
晴
天
な
ら
ば
新
．
聞
飛
建
築
屋
．
上
で
母
艦
襯
望
（
ち
ゃ
う

　
　
　
　
．
ε
月
．
や
木
星
猛
ご
が
妊
か
ら
づ
）

十
月
二
十
五
日
（
日
）
す
べ
て
大
阪
市
論
調
鞍
肚
勢
州
小
一
校
に
て

天
虜
二
二
術
講
習
會
（
午
前
九
時
）
一
同
好
會
員
に
限
ろ
、

　
講
師
　
京
大
助
教
授
皿
學
士
上
田
　
穣
氏

天
文
同
好
會
臨
時
海
曹
（
午
後
二
時
）
一
同
好
會
員
に
限
る
、

　
　
（
詳
細
ば
本
誌
第
三
三
三
頁
か
見
ら
れ
よ
）

學
術
講
演
會
（
午
後
七
時
）
一
一
般
人
士
に
無
料
公
開
、

題
北
斗
ご
進
行
星
群
理
學
士
百
濟
澱
即
題

　
　
星
の
誕
生
　

理
學
士
荒
木
俊
馬
氏

天
文
展
覧
野
川
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
噂
ま
で
）
，
…
髭
一
般
に
無
料
公
開
、

　
大
小
天
盤
慮
眞
、
累
蓮
鏡
模
型
種
．
々
、
世
界
の
川
園
丈
豪
、
星
の
糊
、
星
列
の

　
模
型
…
、
内
外
の
天
文
囲
細
田
。

右
は
何
れ
も
本
間
ご
縁
故
淺
か
ら
ぬ
大
阪
毎
日
新
聞
の
後
援
に

よ
っ
て
開
か
れ
る
。

右
　
　
　
　
　
天
文
同
好
會
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編
輯
室
よ
り
．

　
原
稿
に
あ
っ
て
も
、
財
政
不
足
の
カ
め
紙
数
た
制

限
ぜ
ら
れ
る
ほ
こ
残
念
な
ご
ε
ほ
な
い
。
大
坂
の
総

會
で
「
天
界
」
の
カ
め
に
も
厚
意
あ
る
論
議
や
酒
石
が

盛
ん
に
行
ほ
れ
ん
こ
ぜ
奄
望
む
。
同
じ
く
財
政
上
か

ら
の
差
支
へ
で
、
プ
レ
テ
ン
も
杢
く
行
き
つ
ま
っ
て

了
つ
糞
。
簸
れ
も
會
ε
し
て
に
大
問
題
で
あ
る
。
し

か
し
編
輯
回
議
だ
け
に
何
時
も
景
氣
が
好
い
。
來
月

か
ら
、
蟻
星
や
、
小
遊
星
や
、
攣
光
星
や
、
二
重
星

等
の
総
罠
鋒
毎
順
次
に
獲
表
し
て
、
わ
が
天
文
學
界

の
六
め
に
大
な
る
記
鋒
か
隠
し
た
い
計
鑑
で
あ
る
。

今
や
我
が
契
界
」
味
あ
ち
ゆ
る
意
昧
に
於
い
て
、

来
の
］
零
℃
巳
髪
〉
跨
。
＝
o
ヨ
図
や
、
英
の
O
げ
㏄
巽
く
鉢
。
蔓

や
、
佛
の
　
ド
．
》
珠
さ
昌
｛
三
、
δ
な
ご
ピ
比
べ
て
略
ぼ
見

劣
り
の
し
な
い
も
の
こ
な
つ
世
ピ
自
信
す
る
。

事
務
室
よ
り

　
北
米
支
部
が
愈
々
出
立
穴
。
今
や
同
好
會
匡
太
築

洋
奄
ま
れ
に
か
け
て
み
る
わ
け
。
一
北
来
支
部
の

所
在
地
ロ
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
（
ぎ
防
〉
昌
σ
Q
①
騨
）
ば
日
本

人
の
多
く
佳
む
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
、
ヰ
〃
ソ
ン

肉
や
　
グ
の
二
丈
台
に
極
め
て
近
い
。
北
米
支
部
の

會
員
た
ち
ほ
毎
週
の
公
開
日
に
此
等
の
大
天
丈
台
な

訪
問
し
て
、
日
本
内
塊
で
に
得
ら
れ
な
い
研
究
機
曾

な
得
て
貰
ひ
六
い
。
因
に
”
〃
天
文
台
に
毎
週
土
曜

に
公
開
し
て
大
三
十
六
吋
望
遠
鏡
で
天
禮
な
見
ぜ
、

叉
、
ヰ
勘
ソ
ン
山
で
匡
毎
週
金
曜
に
六
十
吋
反
射
鏡

を
公
開
使
用
ぜ
し
め
て
み
ろ
筈
O

　
會
費
ご
に
無
關
係
に
、
軍
誌
ば
本
観
か
ら
賞
債
な

金
六
十
五
銭
に
引
き
上
げ
ろ
。
立
ち
行
か
な
い
か
ら

だ
。
昨
年
來
、
本
身
の
事
務
芯
善
計
ε
た
世
話
し
て
下

さ
っ
た
小
林
思
二
郎
氏
が
都
合
に
よ
つ
て
餅
ぜ
ら
れ

　　會好同文天
名高美岡甲紳大三西中京同本本
豊松作肉南戸阪高聴京都志部
屋支支支支支：支障支支小証愈
支部田部部部部部部部學支計部

1灘灘礁鱒

r

千宮苫門童生痩土第七錦都市下國…

種脇田田崎田校町三本小第同京大．
町蟹郡二小町　二高松路一志庭壁
高元　十二四　丁等五悪朱庇八理
見三　一校町　目盛辻小雀大條學

三六　目校下路小遺墨部
七師　　　　　・レ東躯内町

論翻縮礪欝型押天

喜千織　難蟻黙
邑夫　里次駆茂　　助藏薪審融融

北上北仙下山大日比湿高長上
熱海海曹關ロ牟島訪本田野田
：支丈道干支降納支支支帯支支
翻部支郡部部支部嘗区部笥；部部

ヒ鉦部仙刊1蔀廣賑須長長長
嗜圃海札藁早口薦島野野坂野野野
す罫昆幌第市高岡市縣縣小鮮市縣
■畠 cヲ撮北二本尊縣研上松學上長上
ρぎ山肥高堅蔵大屋諏本校高野田
㌍；露悪等五霞牟町訪市　井小市
仁妻翼壁學丁軍団五中築　郡当木
娩壁ナ：校臭號一難　集町

レご二丁　津室甲　　　　　　都
　は高＝来古屋野町熊三上葉黒富

突　　団井林垣古野澤條川岩島
　　森　　　賀　　　　魁即
今義勝正松寛和十勝清周一一
李浩彦敏次之吉一衛人治郎耶

た
の
で
氏
の
紹
介
に
よ
り
、
今
般
、
竹
内
忠
治
氏
が

後
な
引
善
受
け
ら
れ
る
こ
ミ
・
な
つ
糞
。
同
暗
に
、

會
の
會
計
た
竹
内
氏
の
宅
に
置
く
こ
定
定
寸
ろ
。
左

表
奄
見
ら
れ
よ
。

入
月
末
の
懸
る
日
、
；
の
攣
な
風
説
た
耳
に
し

た
。
そ
れ
．
ほ
、
近
頃
、
・
九
州
別
府
④
町
内
に
「
京
都

帝
國
大
占
天
文
台
の
天
文
同
好
愈
主
催
」
ピ
立
派
な

廣
告
を
璃
げ
て
、
粗
悪
諏
望
遠
鏡
た
街
頭
に
列
べ
、

遽
方
も
な
い
垣
壁
な
観
塗
料
奄
取
っ
て
、
天
艦
た
見

ぜ
て
る
ろ
人
が
あ
っ
た
ピ
い
ふ
の
で
あ
る
Q
わ
が
同

好
會
に
仁
山
の
目
的
を
以
っ
て
決
し
て
斯
か
ろ
事
な

や
る
も
の
で
な
い
。
右
に
、
事
實
亡
す
れ
ば
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
へ

匡
全
く
本
行
電
醐
係
の
な
い
か
た
り
で
あ
る
Q
本
會

の
迷
惑
此
の
上
も
な
い
。

　
　
　
　

廣
告
フ
ラ
ン
ス
製
の
十
一
セ
ン
チ
（
四
吋
蝕
）
三
障

鏡
な
賓
リ
れ
い
人
が
あ
ろ
。
希
望
の
人
に
當
事
務
室

へ
串
込
ま
れ
雲
し
◎

難
論
雛
激
騰
娼
欄
（
定
償
六
十
五
竣
郵
視
金
壷
銭
）

（號十雨天　七五界）

　
聖
護
院
局
私
書
爾
第
十
一
號

　
　
　
（
京
都
帝
國
大
胡
天
文
慕
内
）

編
輯
無
獲
行
者
　
天
文
同
好
會

　
　
　
　
振
替
H
貯
金
大
阪
五
月
ハ
七
山
ハ
五
番

看
代
強
者
　
　
　
山
　
本
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝

　
京
都
市
下
京
匿
西
洞
院
七
條
南
入

印
刷
所
　
内
外
出
版
株
式
會
雌
印
刷
部

費
捌
駈

警
　
　
醒
　
　
肚

　
渠
京
京
橋
銀
座
尾
張
町
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．

ひ
び
、
あ
か
寄
れ

し
も
や
け
、
火
傷
一
㍗

、
風
邪
、
鼻
か
糞
る

　
　
　
　
…
…
…
芙
他

　
（
直
覧
象
庭
の
常
傭
蕗
）

，
黙
，鱒、M

げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
梶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
＋
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
二
十
賊

隔
麟
翻
囲
幽
麟
圏

居
な
．
が
♂
賦
、
米
の
尺
聲
な

聞
く
ラ
ヂ
ォ
丈
化

居
な
が
ら
ナ
イ
ヤ
が
う
の

瀧
ド
撫
八
」
千
哩
の
ス
ペ
ー
ス
脳

謹
じ
て
見
る
萬
里
眼
の
ラ
ヂ
ナ

脚塒
D
縞
　
＼

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
．
瀧
に

投
影
す
る
電
き

翻
の
光
＼
一×

　
　
　
　
日
米
の
鰹
交
よ

　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
來
れ

．
墾
嘉
摺
鵬
疑
に

　
　
／
　
　
　
輝
～
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